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議
会
は
、
１２
月
９
日
の
本

会
議
で
、
３
件
の
指
定
管
理

者
の
指
定
議
案
を
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。
各
指

定
管
理
者
・
指
定
期
間
は
次

の
と
お
り
で
す
（
①
②
は
賛

成
多
数
、
③
は
満
場
一
致
）
。

①
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
…
株

式
会
社
ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ
（
令

和
２
年
度
か
ら
５
年
間
）

②
香
里
ケ
丘
図
書
館
・
香
里

ケ
丘
中
央
公
園
み
ど
り
の
広

場
…
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー・

長
谷
工
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
同

事
業
体
（
同
３
年
間
）

③
枚
方
宿
鍵
屋
資
料
館
…
特

定
非
営
利
活
動
法
人
枚
方
文

化
観
光
協
会
（
同
５
年
間
）

議
会
は
、
１２
月
９
日
の
本

会
議
で
、
①
「
香
里
小
学
校

長
寿
命
化
改
修
及
び
増
築
工

事
請
負
変
更
契
約
締
結
」
議

案
、
②
「
第
一
中
学
校
長
寿

命
化
改
修
他
工
事
請
負
変
更

契
約
締
結
」
議
案
を
満
場
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
着
工
後
の
本

格
調
査
に
よ
り
新
た
に
発
見

さ
れ
た
外
壁
の
ひ
び
割
れ
部

の
補
修
な
ど
の
た
め
、
契
約

金
額
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
①
に
つ
い
て
は
、

資
材
等
の
調
達
が
難
し
い
た

め
、
工
期
の
変
更
も
あ
わ
せ

て
行
い
ま
す
。

変
更
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
契
約
金
額
…
①
９
億
２
５

６
８
万
円
（
１
９
７
８
万
円

増
）、②
８
億
４
９
３
５
万
円

（
１
９
０
４
万
円
増
）

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

■
工
期
…
①
令
和
２
年
１０
月

３１
日
ま
で
（
同
年
７
月
１３
日

ま
で
か
ら
延
長
）

総合福祉
センター
選
定
委
員
会
の

評
価
内
容
に
疑
問

質
問

指
定
管
理
者
選
定
委

員
会
の
評
価
内
容
か
ら
は
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置

目
的
が
理
解
さ
れ
て
い
た
か

疑
問
だ
が
、
同
セ
ン
タ
ー
条

例
に
つ
い
て
説
明
し
た
の
か
。

な
お
、
指
定
管
理
者
の
事

業
計
画
書
を
情
報
公
開
請
求

し
た
が
、
重
要
な
部
分
が
非

公
開
で
あ
っ
た
点
は
問
題
で

あ
る
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁

選
定
委
員
会
で
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
、
同
施

行
規
則
等
を
配
付
し
た
上
で
、

施
設
の
概
要
説
明
を
行
っ
た
。

香里ケ丘
中央公園
指
定
管
理
者
の

災
害
対
応
は

質
問

香
里
ケ
丘
中
央
公
園

は
一
時
避
難
場
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
が
、
指
定
管
理
者

か
ら
は
、
災
害
時
の
対
応
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
提
案

が
あ
っ
た
の
か
。

答
弁

こ
れ
ま
で
の
施
設
運

営
経
験
か
ら
得
た
豊
富
な
事

例
に
基
づ
き
、
人
命
最
優
先

を
心
が
け
た
誘
導
等
に
関
す

る
研
修
の
実
施
や
、
緊
急
時

の
指
揮
系
統
と
連
絡
系
統
等

を
明
ら
か
に
し
た
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
運
用

に
つ
い
て
提
案
さ
れ
て
い
る
。

枚
方
宿
鍵
屋
資
料
館

活
用
方
法
の
拡
大
を

質
問

枚
方
宿
鍵
屋
資
料
館

を
市
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

に
は
集
客
力
の
あ
る
催
し
等

を
積
極
的
に
実
施
す
る
必
要

が
あ
り
、
市
と
し
て
も
同
館

の
活
用
の
幅
を
広
げ
る
こ
と

を
容
認
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

指
定
管
理
者
か
ら
は
、

も
の
づ
く
り
教
室
の
開
催
な

ど
、
活
用
の
幅
を
広
げ
る
提

案
が
あ
っ
た
。
市
と
し
て
も

柔
軟
な
対
応
を
心
が
け
、
文

化
財
の
保
存
と
活
用
の
バ
ラ

ン
ス
に
配
慮
し
な
が
ら
、
新

た
な
発
想
を
加
え
、効
率
的
、

効
果
的
な
管
理
運
営
を
図
る
。

枚
方
宿
鍵
屋
資
料
館

潜
在
能
力
の
発
揮
を

質
問

指
定
管
理
者
制
度
に

よ
る
枚
方
宿
鍵
屋
資
料
館
の

運
営
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

な
お
、
現
状
で
は
、
同
館

の
潜
在
能
力
を
生
か
し
切
れ

て
い
な
い
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁

地
元
と
連
携
し
た
事

業
を
展
開
し
て
地
域
の
活
性

化
に
貢
献
し
、
ま
た
、
舟
運

事
業
等
に
合
わ
せ
た
大
広
間

茶
屋
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
定

着
し
て
お
り
、
文
化
活
動
の

振
興
と
い
う
設
置
目
的
が
達

成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

契
約
変
更
の
防
止
に
向
け

新
技
術
で
の
事
前
調
査
を

質
問

長
寿
命
化
改
修
工
事

の
実
績
は
少
な
い
が
、今
後
、

契
約
変
更
を
最
小
限
と
す
る

た
め
、
そ
の
実
績
を
蓄
積
・

分
析
し
、
活
用
す
べ
き
と
考

え
る
。
ま
た
、
設
計
時
の
事

前
調
査
で
、ド
ロ
ー
ン
や
日
々

進
歩
す
る
非
破
壊
検
査
等
の

新
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
も

有
効
な
方
策
で
は
な
い
か
。

答
弁

新
た
な
技
術
の
活
用

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
な
ど
、

で
き
る
限
り
契
約
変
更
が
最

小
限
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

香里ケ丘図書館の完成イメージ（写真上）と
枚方宿鍵屋資料館（写真下）

議
会
は
、
１２
月
９
日
及
び

２３
日
の
本
会
議
で
、
損
害
賠

償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ

い
て
、
４
件
の
専
決
事
項
の

報
告
を
聴
取
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
報
告
は
、
公
用

車
に
よ
る
人
身
・
物
損
事
故

や
、
ご
み
収
集
中
の
物
損
事

故
に
対
す
る
損
害
賠
償
額
の

決
定
に
関
す
る
も
の
で
す
。

議
会
は
、
１２
月
９
日
の
本

会
議
で
、「
枚
方
市
指
定
障
害

児
通
所
支
援
事
業
者
の
指
定

並
び
に
指
定
通
所
支
援
の
事

業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
」
案
を
原
案
の

と
お
り
、
満
場
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
障
害
児
通

所
支
援
事
業
を
行
う
事
業
者

の
指
定
等
の
権
限
が
府
か
ら

移
譲
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
基
準
を

定
め
る
も
の
で
す
。

議
会
は
、
１２
月
９
日
の
本

会
議
で
、
「
保
育
の
実
施
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」

案
を
原
案
の
と
お
り
、
満
場

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

今
回
の
主
な
改
正
内
容
は
、

多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担
の

さ
ら
な
る
軽
減
の
た
め
、
令

和
２
年
度
か
ら
、
本
市
独
自

で
行
う
保
育
の
無
償
化
の
範

囲
を
第
２
子
以
降
ま
で
（
現

在
は
第
３
子
以
降
ま
で
）
に

拡
大
す
る
も
の
で
す
。

ご
み
の
排
出
方
法

広
く
市
民
周
知
を

質
問

粗
ご
み
の
収
集
中
に

ス
プ
レ
ー
缶
内
の
ペ
ン
キ
が

飛
散
し
、
駐
車
車
両
に
付
着

し
た
と
い
う
が
、
粗
ご
み
収

集
時
の
事
故
は
後
を
絶
た
な

い
。
そ
の
根
絶
に
向
け
、
ご

み
排
出
方
法
を
広
く
市
民
に

周
知
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

現
在
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

答
弁

粗
大
ご
み
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙

な
ど
へ
の
掲
載
に
よ
り
、周
知
、

啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

収
集
ご
み
の
飛
散
事
故

早
急
な
対
策
の
実
施
を

質
問

収
集
中
の
ご
み
が
飛

散
す
る
事
故
は
以
前
も
発
生

し
て
い
る
が
、
そ
の
後
ど
の

よ
う
な
対
応
を
と
っ
た
の
か
。

な
お
、
短
期
間
に
続
け
て

同
様
の
事
故
が
発
生
し
た
た

め
、
対
策
を
早
急
に
実
施
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

乗
務
員
が
連
携
し
て

内
容
物
を
確
認
し
、
慎
重
に

積
み
込
み
作
業
を
行
う
こ
と
、

飛
散
の
お
そ
れ
が
あ
る
際
は

常
備
し
て
い
る
飛
散
防
止
シ

ー
ト
を
活
用
す
る
こ
と
な
ど

を
周
知
徹
底
し
た
。

事
業
者
へ
の
実
地
指
導

必
要
な
人
員
の
確
保
を

質
問

今
回
の
府
か
ら
の
権

限
移
譲
や
、
障
害
児
通
所
支

援
事
業
の
制
度
に
つ
い
て
、

本
市
で
は
ど
の
よ
う
に
周
知

し
て
い
る
の
か
。

な
お
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
て
適
切
に
事
務
を

行
う
た
め
、
事
業
者
へ
の
実

地
指
導
に
必
要
な
人
員
を
確

保
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

今
回
の
権
限
移
譲
や

基
準
条
例
の
情
報
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
、周
知
を
図
っ
て
い
る
。

ひ
と
り
親
世
帯
に
対
す
る

負
担
軽
減
措
置
の
継
続
は

質
問

第
１
子
が
認
可
外
保

育
施
設
を
利
用
す
る
と
、
第

２
子
の
保
育
料
は
第
１
子
と

し
て
計
算
さ
れ
る
が
、
条
例

改
正
後
は
無
料
と
な
る
の
か
。

ま
た
、
ひ
と
り
親
世
帯
等

に
対
す
る
負
担
軽
減
措
置
は
、

引
き
続
き
実
施
さ
れ
る
の
か
。

答
弁

生
計
同
一
世
帯
で
あ

れ
ば
、
収
入
等
に
か
か
わ
ら

ず
、
認
可
施
設
を
利
用
す
る

第
２
子
以
降
は
無
料
と
な
る
。

ま
た
、
ひ
と
り
親
世
帯
等

へ
の
負
担
軽
減
措
置
は
、
現

在
と
同
様
の
内
容
で
行
う
。

議
会
は
、
１２
月
５
日
に
、

「
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
の

具
体
化
に
向
け
た
検
討
に
つ

い
て
」
を
案
件
と
し
た
全
員

協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
平
成
２５
年
に

策
定
さ
れ
た
市
駅
周
辺
再
整

備
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
現

在
、
新
庁
舎
整
備
を
含
む
市

駅
周
辺
再
整
備
の
具
体
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

お
り
、
こ
れ
を
受
け
、
議
会

で
も
３
度
の
全
員
協
議
会
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
３０
年
１２
月
に
開
催
し

た
前
回
の
全
員
協
議
会
で
は
、

枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
基
本

計
画
（
以
下
「
再
整
備
基
本

計
画
」
）
及
び
枚
方
市
新
庁

舎
整
備
基
本
構
想（
以
下「
新

庁
舎
基
本
構
想
」）の
素
案
が

示
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
後
、

策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
延
長

さ
れ
、
今
回
、
改
め
て
最
適

な
事
業
手
法
や
財
源
確
保
策

の
案
な
ど
が
示
さ
れ
た
た
め
、

理
事
者
の
説
明
を
受
け
（
内

容
は
左
欄
参
照
）
、
１１
人
の

議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

理 事 者 に よ る 説 明 の 概 要

Ｉ．市駅周辺再整備の取り組みについて
（１）再整備基本計画について
・比較検討により整理した事業手法（案）を示す（実現性を
高める効果的な事業手法とされたのが下図）。

・想定する最短のスケジュール案を示す（右下表）。

全体期間（案）：令和元年度から約１７年
令和５年度
府民センターが⑤街区から③街区に
移転

令和７年度
北口駅前広場整備完了（③街区）
令和１１年度
新庁舎プレオープン（⑤街区）
令和１２年度
南口駅前広場整備完了（②街区）
令和１３年度
新庁舎オープン（⑤街区）
令和１７年度
④・⑤街区整備完了

行
財
政
改
革
案

実
現
性
に
疑
問

質
問

今
回
示
さ
れ
た
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
根
拠

で
あ
る
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

の
案
を
見
る
と
、
福
祉
施
策

の
切
り
捨
て
や
人
件
費
の
大

幅
な
削
減
が
主
な
内
容
で
あ

り
、
か
な
り
無
理
が
あ
る
よ

う
に
感
じ
る
。
本
当
に
全
て

実
現
で
き
る
の
か
。

答
弁

今
後
、
具
体
的
な
項

目
ご
と
に
課
題
整
理
や
検
証

を
十
分
に
行
っ
た
上
で
取
り

組
み
を
進
め
、
着
実
に
効
果

を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

庁
舎
位
置
を
定
め
る

条
例
の
改
正
時
期
は

質
問

令
和
５
年
に
北
河
内

府
民
セ
ン
タ
ー
が
移
転
す
る

と
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
の
同
セ
ン
タ
ー
の
場
所
を

市
の
新
庁
舎
の
位
置
と
す
る

条
例
改
正
を
し
な
け
れ
ば
、

同
セ
ン
タ
ー
が
移
転
す
る
根

拠
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

条
例
の
改
正
時
期
は
い
つ
か
。

答
弁

想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
基
づ
き
、
⑤
街
区
の
整
備

が
始
ま
る
前
の
準
備
期
間
中

に
手
続
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

駅
前
広
場
か
ら
公
園
へ

ゆ
と
り
空
間
の
確
保
を

質
問

今
回
の
検
討
案
で
は
、

現
在
の
サ
ン
プ
ラ
ザ
１
号
館

が
移
転
し
、
高
層
化
す
る
懸

念
が
あ
る
。
そ
の
立
地
に
よ

っ
て
は
、
駅
前
広
場
と
公
園

と
の
連
続
に
よ
る
ゆ
と
り
空

間
の
創
出
と
い
う
以
前
に
示

さ
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
が

白
紙
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁

駅
前
広
場
と
ニ
ッ
ペ

パ
ー
ク
岡
東
中
央
と
の
連
続

し
た
空
間
の
確
保
に
向
け
、

駅
前
広
場
の
配
置
等
の
検
討

や
地
権
者
の
理
解
、
協
力
に

向
け
た
意
識
の
醸
成
を
図
る
。

財
源
と
し
て
府
費
を

確
保
で
き
な
い
の
か

質
問

今
回
の
検
討
案
で
は

財
源
に
府
費
を
見
込
ん
で
い

な
い
が
、
府
費
を
確
保
で
き

る
可
能
性
は
全
く
な
い
の
か
。

な
お
、
長
期
財
政
の
見
通

し
か
ら
は
、
現
状
で
市
駅
周

辺
再
整
備
に
着
手
す
る
こ
と

は
困
難
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁

府
と
進
め
た
協
議
に

お
い
て
、府
費
に
つ
い
て
は
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
、
現
在

継
続
し
て
い
る
事
業
に
充
当

す
る
た
め
、
現
状
で
は
市
駅

周
辺
再
整
備
費
に
充
当
す
る

こ
と
が
難
し
い
と
さ
れ
た
。

浸
水
想
定
地
域
の
⑤
街
区

防
災
拠
点
の
整
備
は
疑
問

質
問

⑤
街
区
に
お
い
て
大

規
模
災
害
時
の
対
応
拠
点
と

な
る
新
庁
舎
や
消
防
署
機
能

の
整
備
な
ど
を
考
え
て
い
る

と
い
う
が
、
⑤
街
区
は
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
浸
水
想

定
地
域
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
地
域
で
防
災
拠
点
を

つ
く
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
。

答
弁

⑤
街
区
は
想
定
浸
水

深
が
０
・
５
㍍
か
ら
３
㍍
未

満
の
地
域
で
あ
り
、
今
後
の

浸
水
対
策
に
つ
い
て
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
置
き

ま
ち
づ
く
り
に
統
一
感
を

質
問

②
・
④
・
⑤
街
区
で

は
民
間
活
力
を
導
入
し
て
連

鎖
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
と
い
う
が
、
統
一
感
等
も

重
要
で
あ
る
た
め
、
事
業
全

体
を
調
整
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁

連
鎖
型
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
際
は
、
常
に

全
体
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
先
進
事
例
等
を
参
考
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
に
つ

い
て
は
調
査
、
研
究
す
る
。

市駅周辺
再 整 備
担
当
部
の

必
要
性
に
疑
問

質
問

市
駅
周
辺
再
整
備
に

つ
い
て
は
、
特
別
に
部
を
設

置
し
、
時
間
と
費
用
を
か
け

て
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
検

討
状
況
か
ら
は
、
部
を
設
置

し
な
く
て
も
十
分
に
対
応
が

可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答
弁

市
駅
周
辺
等
活
性
化

推
進
部
は
、
市
駅
周
辺
再
整

備
に
関
す
る
事
務
を
総
合
的・

効
果
的
に
執
行
す
る
た
め
設

置
し
た
。
今
後
も
同
部
を
中

心
に
、
事
業
の
早
期
具
体
化

に
向
け
た
検
討
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

市民会館
大ホール
機
能
廃
止
後
の

暫
定
活
用
策
は

質
問

現
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
は
、
総
合
文
化
芸
術
セ
ン

タ
ー
の
開
館
後
、
順
次
、
施

設
機
能
を
廃
止
す
る
と
い
う

が
、
そ
の
後
の
暫
定
活
用
の

考
え
方
に
つ
い
て
聞
く
。

な
お
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

前
倒
し
を
含
め
、
既
成
概
念

に
と
ら
わ
れ
な
い
発
想
で
の

取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

答
弁

施
設
機
能
の
廃
止
か

ら
撤
去
工
事
ま
で
の
暫
定
活

用
に
つ
い
て
は
、
施
設
状
況

や
利
用
期
間
な
ど
を
踏
ま
え
、

関
係
部
署
と
検
討
し
て
い
く
。

市
民
窓
口
の
手
続
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を

質
問

③
街
区
に
設
置
す
る

と
い
う
（
仮
称
）
市
民
窓
口

で
は
、
特
に
手
続
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
の
実
現
が
重
要
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
窓

口
を
目
指
す
考
え
な
の
か
。

な
お
、
新
技
術
の
活
用
や

民
間
活
力
の
導
入
等
に
よ
り
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
施
設
で
の
効

率
的
な
運
営
を
要
望
す
る
。

答
弁

転
入
・
転
出
に
関
す

る
主
要
な
手
続
が
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
可
能
な
総
合
窓
口
と

し
、
手
続
終
了
ま
で
に
か
か

る
時
間
の
短
縮
も
目
指
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
を
見
据
え

新
庁
舎
を
コ
ン
パ
ク
ト
に

質
問

新
庁
舎
の
規
模
は
平

成
１４
年
度
に
国
が
策
定
し
た

基
準
等
に
基
づ
く
が
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
進
展
で
テ
レ
ワ
ー
ク
や

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
等
の
普
及

が
予
想
さ
れ
、
よ
り
コ
ン
パ

ク
ト
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

計
画
面
積
を
現
庁
舎

と
同
等
の
約
２
万
８
０
０
０

平
方
㍍
と
し
て
い
た
が
、
将

来
の
人
口
減
少
や
財
政
状
況

等
を
踏
ま
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
等
に
よ
る
規
模
縮
減
に
向

け
、
現
在
、
約
２
万
５
０
０

０
平
方
㍍
で
検
討
し
て
い
る
。

枚方警察署

移
転
建
て
か
え
の

可
能
性
の
確
認
を

質
問

市
駅
周
辺
で
は
、
枚

方
警
察
署
の
建
て
か
え
も
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
北
河
内

府
民
セ
ン
タ
ー
の
移
転
後
、

そ
の
跡
地
に
市
庁
舎
で
は
な

く
同
署
を
移
転
す
れ
ば
、
早

期
建
て
か
え
が
可
能
と
考
え

る
が
、
同
署
の
移
転
の
可
能

性
な
ど
に
つ
い
て
、
府
と
協

議
等
を
し
て
確
認
し
た
の
か
。

答
弁

平
成
３０
年
９
月
に
建

て
か
え
計
画
が
な
い
こ
と
を

府
に
確
認
し
、
現
在
も
変
更

が
な
い
た
め
、
そ
の
後
、
協

議
等
を
し
た
経
過
は
な
い
。

（２）③街区のまちづくりについて
・関係機関と協議、調整した上で都市計画（案）を作成し、令和元年１０月に都市計画決定。
・市街地再開発事業によるまちづくりを行うため、令和元年度中に組合設立及び事業計画認可を目指す。

（３）新庁舎基本構想について
・新庁舎基本構想の中で検討している市駅前行政サービスの再編の取り組みについての考え方を示す。

（４）総概算事業費及び市負担額等について （単位：億円）

※１ 金額については、上図に基づく現時点での目安であり、今後、事業手法や社会・経済状況により変動
※２ ①街区は、民間主体による施設更新を見込むため、事業対象区域外

Ⅱ．行革効果額等を踏まえた財政シミュレーションについて
・令和２年度を始期とする「（仮称）行財政改革プラン２０２０」に基づく財政シミュレーションを示す。

本
市
も
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の

コ
ー
ス
で
あ
り
、
到
着
は
４

月
１４
日
で
す
。
ぜ
ひ
沿
道
か

ら
声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
今
号
で
は
、
１２
月

定
例
月
議
会
の
内
容
を
中
心

に
掲
載
し
ま
し
た
。

枚
方
市
議
会
報
は
、
各
会

派
か
ら
選
出
し
た
委
員
で
構

成
す
る
議
会
報
編
集
委
員
会

で
協
議
・
決
定
し
た
編
集
基

準
に
基
づ
き
編
集
し
て
い
ま
す
。

御
意
見
、
御
感
想
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
市
議
会
事
務
局

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長
…

前
田

富
枝

副
委
員
長
…

上
野

尚
子

委

員
…

加
藤

治

松
岡
ち
ひ
ろ
、
番
匠

映
仁

妹
尾

正
信
、
丹
生

真
人

枚方市議会報は、再生紙（古紙７０％）を使用しています。

（主な経費）
道路や市駅前広場整備に関する費用、事業
に関する補助金、新庁舎整備及び市駅前行政
サービスの再編に関する経費など

（市負担額の財源）
・基金 ４２ ・市有財産有効活用 ８８
・起債 １１２ ・一般財源 ８２

市負担額

７５

５６

１９３

３２４

事業費

３９５

１１６

２６３

７７４

事業手法

市街地再開発事業

土地区画整理事業

合 計

街区

③ 街 区

② 街 区

④・⑤街区

令和２年（２０２０年）２月１日 枚 方 市 議 会 報 第３２５号 ＜ ４ ＞


